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○ 

開 
 

 
 

 

議 
◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開

き
ま
す
。 

日
程
に
よ
り
ま
し
て
、
乙
第
三
十
八
号
議
案
に
つ
い
て
質
疑
に
入
り
ま
す
が
、

質
疑
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
質

疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

乙
第
三
十
八
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
三
十
八
号

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

討 
 

 
 

 

論 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

次
に
、
上
程
中
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 

甲
第
一
号
議
案
に
つ
い
て
討
論
の
通
告
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許
可

い
た
し
ま
す
。 

◎
武
藤
明
美
君 

登
壇
＝
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の
武
藤
明
美
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

私
は
、
甲
第
一
号
「
令
和
八
年
度
佐
賀
県
一
般
会
計
予
算
」
に
反
対
し
、
討
論

を
行
い
ま
す
。 

令
和
八
年
度
の
当
初
予
算
五
千
四
百
七
十
億
六
千
六
百
万
円
で
す
が
、
中
に
は
、

県
民
要
求
が
前
進
し
た
も
の
が
あ
り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

高
等
学
校
を
は
じ
め
、
県
立
学
校
の
体
育
館
へ
の
空
調
整
備
、
努
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
国
の
中
学
校
の
少
人
数
学
級
の
前
進
に
合
わ
せ
て
、
一
学
年
、
国
よ

り
先
に
Ｔ
Ｔ
と
少
人
数
学
級
の
選
択
制
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
立
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
前
進
も
あ
り
ま
す
。 

厳
木
バ
イ
パ
ス
が
有
料
か
ら
無
料
に
な
る
予
定
で
す
。 

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
い
よ
い
よ
県
の
支
援
も
あ
り
、
現
物

給
付
方
式
へ
と
進
み
ま
す
。 

小
学
校
の
給
食
無
償
化
は
、
県
内
各
自
治
体
が
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
が
、
国

を
動
か
し
ま
し
た
。
国
二
分
の
一
、
県
二
分
の
一
で
負
担
す
る
そ
う
で
す
が
、
本
来
、

国
が
全
額
持
つ
べ
き
で
す
し
、
中
学
校
ま
で
実
施
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
学
校
も
含
め
、
高
校
一
年
生
の
ス
タ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
事
業
も
保
護
者
が
喜

ぶ
事
業
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

物
価
高
騰
対
策
の
重
点
地
域
支
援
交
付
金
や
そ
の
他
の
活
用
で
、
ほ
か
の
分
野

で
も
努
力
し
て
お
ら
れ
る
の
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

い
じ
め
問
題
に
向
き
合
う
こ
と
や
、
「
司
書
県
さ
が
」
に
力
を
入
れ
る
こ
と
は

歓
迎
で
す
。
し
か
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
倒
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
内
容
の
充
実
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
現
物
給
付
化
や
、
県
内
で
も
幾
つ
か

の
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
取
り
組
み
始
め
た
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
、
そ
し

て
、
子
供
国
保
税
均
等
割
ゼ
ロ
や
、
医
療
費
現
物
給
付
の
際
の
初
診
時
の
窓
口
で
の

一
部
負
担
金
ゼ
ロ
な
ど
の
県
民
要
望
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
取
組
を
ぜ
ひ
求
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

令
和
八
年
度
の
当
初
予
算
の
中
に
は
、
国
民
に
と
っ
て
国
の
よ
く
な
い
施
策
が

反
映
し
て
い
た
り
、
県
民
か
ら
の
理
解
が
十
分
さ
れ
て
い
な
い
事
業
も
あ
る
た
め
、

反
対
い
た
し
ま
す
。 

一
つ
は
消
費
税
で
す
。 



 

2

一
〇
％
の
税
率
は
、
地
方
消
費
税
の
市
町
交
付
金
、
都
道
府
県
交
付
金
に
反
映

し
て
い
ま
す
。
自
治
体
は
収
入
が
増
え
る
で
し
ょ
う
が
、
庶
民
に
と
っ
て
は
大
変
な

負
担
と
な
り
、
懐
は
苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
国
民
の
多
く
が
、
さ
き
の
総
選
挙

で
も
減
税
や
廃
止
を
願
っ
て
い
る
こ
と
が
世
論
調
査
な
ど
で
も
分
か
り
ま
し
た
。
物

価
高
騰
の
さ
な
か
、
地
域
経
済
に
も
影
響
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
食
料
品
の

税
率
を
ゼ
ロ
に
、
二
年
間
だ
け
な
ど
、
国
民
会
議
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す

が
、
国
会
で
き
ち
ん
と
し
た
論
議
こ
そ
行
う
べ
き
で
す
。 

二
つ
目
に
、
大
型
事
業
に
よ
っ
て
、
歳
入
に
お
け
る
県
債
が
増
え
、
歳
出
で
も

公
債
費
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
ほ
か
の
分
野
で
の
国
民
要
求
に
応
え
て

い
く
べ
き
こ
と
が
、
窮
屈
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
い
た
し
ま
す
。 

三
つ
目
に
、
直
轄
河
川
総
合
開
発
事
業
負
担
金
五
億
五
千
五
百
六
十
万
円
に
反

対
し
ま
す
。 

こ
の
中
に
は
、
筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
負
担
金
三
千
三
百
万
円
、
小
石
原
川

ダ
ム
負
担
金
一
億
二
千
三
百
万
円
、
佐
賀
導
水
事
業
負
担
金
一
億
三
百
万
円
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
私
は
、
筑
後
川
の
総
合
開
発
に
よ
り
、
福
岡
県
側
に
分
配

し
て
い
く
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、
佐
賀
県
は
い
ろ
ん
な
名
目
を
つ
け
て
水
を
確
保

す
る
と
さ
れ
て
い
て
、
開
発
費
関
係
の
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
、
そ
う
言

っ
て
反
対
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
今
回
も
続
い
て
い
ま
す
。 

四
つ
目
に
、
県
立
大
学
に
関
し
て
で
す
。 

整
備
事
業
費
三
億
四
千
一
万
円
、
「
具
体
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
推
進
事
業
費
八
千

六
百
二
十
二
万
円
、
他
に
総
合
庁
舎
解
体
費
三
億
九
千
百
二
十
一
万
円
、
材
料
に
関

わ
る
試
験
セ
ン
タ
ー
の
移
転
関
連
四
億
二
千
八
百
一
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
後

ど
れ
だ
け
の
事
業
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
何
度
も
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
県
民

の
理
解
は
十
分
に
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
県
立
大
学
を
卒
業
し
て
も
、
果
た
し
て
マ
ッ

チ
す
る
就
職
の
、
就
労
の
場
は
ど
う
な
る
の
か
不
明
で
す
。 

学
生
募
集
の
考
え
方
な
ど
に
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
総
合
選
抜
、
一
般
入
試
、

学
校
推
薦
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
が
あ
り
、
地
元
枠
一
〇
％
か
ら
三
〇
％
に
と
い
う
話
も

あ
る
中
で
、
焦
点
が
な
か
な
か
定
ま
っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
学
長
予
定
者
や
関

係
者
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
御
苦
労
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
知
事
が
、
再
議

を
し
て
ま
で
の
強
引
な
や
り
方
は
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一
般
質
問
で
も
県
立
大
学
に
つ
い
て
の
厳
し
い
意
見
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

県
庁
Ｏ
Ｂ
の
人
た
ち
も
心
配
し
て
い
る
と
い
う
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。
思
い
入
れ
が

強
く
、
注
目
さ
れ
る
事
業
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
も
っ
と
暮
ら
し
に
目
を

向
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
豊
か
で
安
全
な
佐
賀
県
の
第
一

次
産
業
と
生
産
者
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
県
民
の
暮
ら
し
、
安
心
、
子
育
て
安

心
、
老
後
の
安
心
と
、
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
討
論
を
終
了
し
採
決
に
入
り
ま

す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

甲
第
一
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
令
和
八
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 
甲
第
一
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 
本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
甲
第
一
号
議
案

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
た
だ
い
ま
議
決
い
た
し
ま
し
た
議
案
を
除
く
他
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
に
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入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

ま
ず
、
甲
第
六
号
議
案
、
甲
第
十
二
号
議
案
及
び
甲
第
十
六
号
議
案
、
以
上
三

件
の
議
案
を
一
括
し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
令
和
八
年
度
財
政
調
整
積
立
金
特
別
会
計
予
算
、
令
和
八
年
度
公
債
管

理
特
別
会
計
予
算
、
令
和
八
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
三
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
三
件
の
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
六
号
議
案
、
乙
第
十
四
号
議
案
、
乙
第
十
八
号
議
案
及
び
乙
第
十
九

号
議
案
、
以
上
四
件
の
議
案
を
一
括
し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
、
企
業
立
地
の
促
進
に
関
す
る

条
例
廃
止
、
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
条
例
の
一
部
改
正
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り

ま
す
。 

 

以
上
四
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
四
件
の
議

案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
甲
第
二
号
議
案
か
ら
甲
第
五
号
議
案
ま
で
四
件
、
甲
第
七
号
議
案
か
ら
甲

第
十
一
号
議
案
ま
で
五
件
、
甲
第
十
三
号
議
案
か
ら
甲
第
十
五
号
議
案
ま
で
三
件
、

及
び
甲
第
十
七
号
議
案
、
以
上
十
三
件
の
議
案
を
一
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 

以
上
十
三
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
十
三
件
の
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
一
号
議
案
か
ら
乙
第
五
号
議
案
ま
で
五
件
、
乙
第
七
号
議
案
か
ら
乙

第
十
三
号
議
案
ま
で
七
件
、
乙
第
十
五
号
議
案
か
ら
乙
第
十
七
号
議
案
ま
で
三
件
、

乙
第
二
十
号
議
案
か
ら
乙
第
二
十
七
号
議
案
ま
で
八
件
、
以
上
二
十
三
件
の
議
案
を

一
括
し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

以
上
二
十
三
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
十
三
件
の

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
三
十
八
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
県
税
条
例
等
の
一
部
改
正
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 
本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
三
十
八
号
議

案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
三
十
七
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 
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乙
第
三
十
七
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
同
意
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
三
十
七
号
議

案
は
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

議 

案 
提 

出 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 
た
だ
い
ま
議
長
の
手
元
に
藤
木
卓
一
郎
議
員
外
十
名
の

議
員
か
ら
議
第
一
号
議
案
「
佐
賀
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
案
）
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
皆
様
の
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。 

  

（
議
第
一
号
議
案
） 

   
 

 
 

○ 

議 

案 

上 

程 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
一
号
議
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
一
号
議
案

を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
一
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
者
の
説
明
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
一
号
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
者
の
説
明
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
、
議
第
一
号
議
案
に
つ
い
て
質
疑
に
入
り
ま
す
が
、
質
疑
の
通
告
は
あ

っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
質
疑
を
終
了
い
た
し

ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
一
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
議
第
一
号
議
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に

採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

議
第
一
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 
こ
れ
は
、
佐
賀
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
案
）
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
一
号
議
案
は

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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○ 

意 

見 

書 

案 

提 

出 
◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

た
だ
い
ま
議
長
の
手
元
に
意
見
書
案
が
四
件
提
出
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
皆
様
の
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

  

（
意
見
書
案
） 

  

 
 

 
 

○ 

意 

見 

書 

案 

上 

程 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
一
号
意
見
書
案
か
ら
意
第
四
号
意
見
書
案
ま
で
、
以
上
四
件
の
意
見
書
案
を

本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
四
件
の
意

見
書
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
一
号
意
見
書
案
及
び
意
第
二
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
全
員
の

提
出
に
よ
る
も
の
で
、
内
容
も
判
明
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
提
出
者
の
説
明
及

び
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
、
意
第
一
号
意
見
書
案
及
び
意
第
二
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
討
論
に
入

り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

意
第
一
号
意
見
書
案
及
び
意
第
二
号
意
見
書
案
を
一
括

し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
案
、

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
向
け
た
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書
案
で
あ
り
ま

す
。 

 

以
上
二
件
の
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
意
見

書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
三
号
意
見
書
案
及
び
意
第
四
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
提
出
者
の
説
明

を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
意

見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
者
説
明
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
、
意
第
三
号
意
見
書
案
及
び
意
第
四
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
質
疑
に
入

り
ま
す
が
、
質
疑
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ

っ
て
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 
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お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
三
号
意
見
書
案
及
び
意
第
四
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託

を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
意

見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

討 
 

 
 

 
論 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
よ
り
意
第
三
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り

ま
す
。 

討
論
の
通
告
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許
可
い
た
し
ま
す
。 

◎
武
藤
明
美
君 

登
壇
＝
日
本
共
産
党
の
武
藤
明
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
は
、
意
第
三
号
「
皇
統
の
伝
統
に
基
づ
く
安
定
的
皇
位
継
承
の
国
会
議
論
促
進

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
」
に
反
対
し
討
論
を
行
い
ま
す
。 

日
本
国
憲
法
第
一
章
に
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
皇
は
日
本
国
民
統
合
の

象
徴
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
国
民
の
総
意
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。 

私
は
、
日
本
国
憲
法
を
何
よ
り
大
事
に
す
る
立
場
で
す
の
で
、
天
皇
が
日
本
国

と
国
民
の
象
徴
と
し
て
の
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
異
議
を
唱
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

内
容
を
読
ん
で
い
く
と
、
表
題
に
あ
る
よ
う
な
安
定
的
皇
位
継
承
に
結
び
つ
く

の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
持
つ
の
で
す
。 

こ
の
意
見
書
案
の
内
容
で
は
、
男
系
に
よ
る
皇
位
継
承
の
維
持
の
た
め
に
、
皇

室
典
範
の
改
正
を
求
め
て
い
ま
す
。 

私
は
、
皇
室
典
範
の
改
正
の
必
要
性
は
分
か
り
ま
す
が
、
む
し
ろ
男
系
天
皇
、

男
性
天
皇
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
男
性
で
あ
れ
女
性
で
あ
れ
、
天
皇
家
の
第
一

子
が
継
承
す
る
よ
う
に
改
正
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
女
性
天
皇
は
、
か
つ
て
の
日
本

に
は
数
名
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
室
を
見
て
も
、
女
性
が
王

位
を
継
い
で
い
る
の
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
こ
の
意
見
書
案
は
あ
ま
り
に

男
系
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
ま
す
。 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
を
当
た
り
前
に
し
よ
う
と
い
う
社
会
の
中
で
、
女
性
総
理

や
女
性
首
長
も
生
ま
れ
て
い
る
現
代
の
日
本
で
天
皇
だ
け
は
男
性
で
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
考
え
は
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
あ
ま
り
に
も
古
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
女
系
・
女
性
天
皇
が
あ
っ
て
も
い
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

皇
室
の
人
と
結
婚
し
た
女
性
が
、
男
児
を
産
ま
な
け
れ
ば
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
で
苦
し
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
大
変
心
配
す
る
も
の
で
、
真
に
安
定
的
皇
位
継

承
を
願
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
意
見
書
案
の
内
容
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
申
し
上

げ
ま
し
て
、
反
対
を
表
明
い
た
し
ま
す
。 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
討
論
を
終
了
し
採
決
に
入
り
ま

す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

意
第
三
号
意
見
書
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
皇
統
の
伝
統
に
基
づ
く
安
定
的
皇
位
継
承
の
国
会
議
論
促
進
を
求
め
る

意
見
書
案
で
あ
り
ま
す
。 

 
本
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
三
号
意
見

書
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
意
第
四
号
意
見
書
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ

っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に
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採
決
に
入
り
ま
す
。 

意
第
四
号
意
見
書
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
の
十
分
な
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書
案

で
あ
り
ま
す
。 

 

本
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 
全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
四
号
意
見
書

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

継 

続 

審 

査 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

次
に
、
会
議
規
則
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元

に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
申
出
書
の
と
お
り
、
各
委
員
長
か
ら
議
長
宛
て
、
そ
れ

ぞ
れ
閉
会
中
の
継
続
審
査
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

（
継
続
審
査
申
出
書
） 

  

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

各
委
員
長
か
ら
の
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
付
す
る
こ
と
に
御

異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
、
今
期
定
例
県
議
会
の
全
日
程
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
ま
で
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
各
議
案
に
つ
い
て
、
数
字
ま
た
は
字
句
等
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
場
合
は
、
会
議
規
則
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
適

宜
議
長
の
手
元
に
お
い
て
訂
正
す
る
こ
と
に
御
承
認
を
願
っ
て
お
き
ま
す
。 

○ 

閉 
 

 
 

 

会 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
八
年
二
月
定
例
県
議
会
を

閉
会
い
た
し
ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
二
十
三
分 

閉
会 
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長 
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記

録

担

当

主
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同 

記
録
担
当
会
計
年
度
任
用
職
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石 
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